【別紙１】

公共施設等における花きの活用拡大支援事業委託業務　仕様書
令和２年６月１９日制定
新潟県花き振興協議会
１　目　的
本県は、チューリップ切り花出荷量全国1位、ユリ切り花出荷量全国3位の産地である。チューリップは１１～３月に約２５０品種を出荷し、ユリは約１７０品種を県内で産地リレーをしながら、年間を通じて継続出荷している。

本県の切り花は、県外への出荷割合が高い上、特にユリ切り花については、業務需要中心であることから、ホームユースの割合が低い。

新型コロナウイルスの影響により、家庭内消費が見直されている中、県民および来県者に対してチューリップとユリを中心とした新潟県産切り花をＰＲすることにより、日常生活での需要喚起をはかる。
２　事業内容
（1） 県内各市町村役場等公共施設・ＪＡグループ施設・取引先企業への装飾展示
（2） 県内ＴＶ局スタジオ装飾
（3） 県内主要駅・空港・港湾・観光地における装飾展示

３　事業費（消費税及び地方消費税額を含む）
　　36,000千円（うち花材費7,000千円）を上限とする。
　【内訳】
　　　　　　事業内容(１)　 5,000千円（うち花材費1,000千円）
　　　　　　事業内容(２)　16,000千円（うち花材費4,000千円）
＊スポンサー料は含まない
　　　　　　事業内容(３)　13,000千円（うち花材費2,000千円）

４　委託期間
契約締結の日から令和３年３月３１日まで
　　※ユリ切り花は７～１１月、チューリップ切り花は１２～３月とする。
　　
５　地域及びターゲット
　　県民および来県者
６　成果報告書の提出
業務完了後、実施結果を踏まえた実績報告書等を速やかに提出すること。
７　その他
仕様書に定めのない事項については、新潟県花き振興協議会と協議の上、決定する。
